[bookmark: _Hlk193125943]＜大阪府登録文化財　有形文化財（建造物）＞
	（ふりがな）

文化財の名称

	すみよしのながや（あずまてい）

	
	住吉の長屋（東邸）

	員数
	１棟

	時代
	昭和51年（1976）

	所在の場所
	大阪府大阪市住吉区

	所有者（保持者・保持団体）の氏名又は名称
	個人


	所有者の住所
	大阪府大阪市住吉区

	概要
	大阪市住吉区に所在し、住吉大社の南側の路地に面して建つ。三軒長屋の中央一軒分を鉄筋コンクリート打ち放しとして、間口2間、奥行き8間の矩形の外観を呈す。建築面積は33.7㎡で、敷地いっぱいに２階建として中庭を配し４室をつなぐ（註１）。安藤忠雄氏による初期の代表的な住宅作品として、世界的に知られている。昭和54年（1979）に日本建築学会賞受賞（作品賞）、平成18年（2006）DOCOMOMO JAPAN（註２）に選定されている。日本建築学会賞（作品賞）の受賞作としては、初めての住宅作品であった（註３）。

	文化財的価値
	１　沿革
住吉大社のほど近い住宅密集地に位置する。昭和50年（1975）に所有者が安藤氏に設計依頼をしたのが始まりである。依頼のきっかけは、安藤氏が執筆した「都市ゲリラ住居」（『都市住宅』（註４）掲載）の記事であったという。住宅を都市のゲリラの「砦」として捉える安藤氏の言説に強い共感を覚え、飛び込みで事務所に行き依頼をしたとされる。
建設後48年が経過しているが、当初の施主である現所有者によって、住まいとして大切に住み続けられている。それに寄り添うように、安藤氏が主宰する安藤忠雄建築研究所において、長年メンテナンスにかかるコミュニケーションがなされている。所有者は、「私の人生にはこの住宅が必要不可欠であった」と語っており、施主と建築家の深い理解と信頼関係の下、住まいとして現存している。

２　建築的特徴
安藤氏が提案したプランは、伝統的な町家のスケールと平面を踏襲しながらも、鉄筋コンクリート打ち放しの仕上げとして、外部に対しては閉鎖性を高め、内部に中庭を設け開放的にするといったものである。
室内は中庭を介して居室が４室配される構成で、「中庭が生活動線を分断するプラン」でもある。建築学会は、両側を壁で閉ざし、開口部を採ることができないこの住宅にとって、中庭を配することは適切な構成であるが、雨の日も光庭を通らなければならないという生活上の不安感もあるとしている（註５）。その上で、都市で失われつつある自然と人間の対応について、極限に近い住環境においてそれを目指して実現させ、完成後も周期的にアフターケアを実行している努力に支えられているこの住宅を都市住宅のひとつのあり方として評価する（註６）とされ、プランの妥当性と挑戦性、またそれを担保するメンテナンスを含めた住宅の在り方として評価がなされている。
３　文化財的価値
住吉の長屋における文化財的価値について、以下の２点に分けて述べる（註７）。
（１）時代性
本建築が建築された1970年代は、オリンピックや万博を機に都市構造改造が行われた時代であり、悪化しつつある環境の中での都市や建築、住宅の在り方が問い直された時代である。そしてその一つの動きとして、雑誌『都市住宅』の刊行があった。新進気鋭の建築家達がその誌面を賑わせ、後に「都市住宅派」と評された建築家たちによって多くの住宅作品が生み出された（註８）。都市住宅派の建築家たちは、共通の理念や手法があるわけではなく、作家ごとに様々な思想、回答を持ち合わせた建築が生み出された。その中でも本建築は、大阪において近世から続く長屋という文脈の中で、人間の最も根源的な営みを考え抜き生み出された一つの新しい解であった。建築学会では「都市住宅のひとつのあり方」として、またDOCOMOMOでは「それまでの合理性、機能性という狭義の「モダニズム建築」の概念を克服しようとすることに成功している」として評価されている。
70年代において新しい建築表現を、住宅設計を通して模索した代表的なものであり、近現代建築史上、重要な建築として位置づけられる。

（２）作家性
本建築は、日本を代表する建築家の一人であり大阪に拠点を構える安藤忠雄氏を世界的に著名にさせたものである。そして本建築以降、様々な作品を手掛けていくこととなるが、いずれも以下の特徴をそなえており、本建築はその先駆け的な存在である（註９）。
( i )   滑らかで艶のある打ち放しコンクリート
( ii )  幾何学的な形態
( iii )  光を取り込む設計
住吉の長屋は、これらのスタイルを確立した初期の作品であり、安藤氏の作家性を語る上で特に重要である。
　上記の( i )については、安藤氏が「コンクリートという現代において最もありふれた素材をもって、どこにもないような個性的な空間をつくりだす」（註10）ことをテーマに今でも設計をしていると語っているほど、安藤氏の建築にとって重要な要素となっている。
住吉の長屋以前からコンクリートの打ち放し工法は存在していたが、それを仕上げとしたものは少ない（註11）。1960年代から施工法が大きく改良され型枠工法が定着したためである。この工法は自由な造形を可能とする一方、その出来は現場施工のしやすさや職人といったファクターに依存しており、打ち放し仕上げとするためには高い精度が必要であった。安藤氏はその打ち放しによる完全な仕上げを目指し、それを自身のスタイルとした。この先駆けとなっているという点においても極めて重要である。
以上、新しい建築表現を大阪の都市住宅の歴史的文脈の中で追及した建築であるとともに、大阪に拠点を構える安藤忠雄氏の代表的作品であり、歴史的価値を有するため大阪府の登録としたい。

	その他参考となる事項
	【註】
（註１）安藤忠雄,『安藤忠雄のディテール : 原図集六甲の集合住宅・住吉の長屋』彰国社, 1984.8.20, p77,107
（註２）DOCOMOMO JAPANとは、モダン・ムーブメントにかかわる建物と環境形成の記録調査および保存のための国際組織DOCOMOMOの日本支部のことである。DOCOMOMO JAPANでは、「安藤忠雄による建築界デビュー作品である。伝統的な町家のスケールと平面を踏襲しながら、外部に対しては閉鎖性を高め、内部に中庭を設け開放的にするなど、この作品は、その精神性や計画性において、それまでの合理性、機能性という狭義の「モダニズム建築」の概念を克服しようとすることに成功している。コンクリート打ち放しによる質の高い建築表現の可能性を見出している」と評価されている。
（註３）昭和54年の建築学会賞は、宮脇檀設計の松川ボックスと同時受賞であった。
（註４）植田實が編集長を務め、1960～80年代までの建築ジャーナリズムの大きな潮流を築いた雑誌（内田青蔵＋大川三雄＋藤谷陽悦『図説・近代日本住宅史』, 2008.2.25, p155）
（註５）日本建築学会,『建築雑誌1168号』日本建築学会, 1980.8, p48
（註６）同上
（註７）文化庁が実施する『近現代建造物緊急重点調査』における近現代建築の評価基準である①革新性、②意匠性、③作家性、④技術性、⑤時代性、⑥地域性、⑦継続性の７項目に倣って設定をした。
（註８）安藤忠雄氏の他、鈴木恂（宍戸邸）、東孝光（塔の家）、西澤文隆（正面のない家-H）等があげられる。（内田青蔵＋大川三雄＋藤谷陽悦『図説・近代日本住宅史』, 2008.2.25　p155）
（註９）三宅理一,『安藤忠雄建築を生きる』みすず書房, 2019.12　p56
（註10）安藤忠雄責任編集, 安藤忠雄建築展実行委員会 国立新美術館 編集『安藤忠雄展 : 挑戦』安藤忠雄建築展実行委員会, 2017 p25
（註11）前掲三宅理一,p60
【参考文献】
安藤忠雄, 『安藤忠雄のディテール : 原図集六甲の集合住宅・住吉の長屋』彰国社, 1984.8.20
安藤忠雄, 『建築家安藤忠雄』新潮社, 2008.10.25
安藤忠雄責任編集, 安藤忠雄建築展実行委員会 国立新美術館 編集『安藤忠雄展 : 挑戦』安藤忠雄建築展実行委員会, 2017
三宅理一,『安藤忠雄建築を生きる』みすず書房, 2019.12
内田青蔵＋大川三雄＋藤谷陽悦『図説・近代日本住宅史』, 2008.2.25
西田雅嗣,矢ヶ崎善太郎 『建築の歴史　西洋・日本・近代』, 2013.12.15











（添付資料）図面・写真その他関連資料
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	１階　平面図







２階　平面図
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	断面図
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	立面図
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	内装図





【註】本調書掲載図面については、安藤忠雄, 『安藤忠雄のディテール : 原図集六甲の集合住宅・住吉の長屋』彰国社, 1984.8.20より掲載
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	現況外観写真
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	左　当初外観写真
右　当初内観写真
【註】以下写真は、安藤忠雄責任編集『安藤忠雄展 : 挑戦』安藤忠雄建築展実行委員会,2017より掲載
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	屋上から中庭を臨む
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	内観写真
























＜大阪府登録文化財　有形文化財（建造物）＞
	（ふりがな）
文化財の名称
	さやまいけきゅうしゅすいとう

	
	狭山池旧取水塔

	員数
	１基

	時代
	昭和２年（1927）、平成10年（1998）移築

	所在の場所
	大阪府立狭山池博物館（大阪狭山市池尻中二丁目）

	所有者（保持者・保持団体）の氏名又は名称
	大阪府（大阪府立狭山池博物館）


	所有者の住所
	大阪市中央区大手前二丁目

	概要
	飛鳥時代に築造された日本最古のため池である狭山池で、江戸時代から大正にかけて使用されてきた木樋（註１）に代わり、大正・昭和初期の改修の際に設置された取水塔である（註２）。直径3.030m、高さ10.630m、鉄筋コンクリート造。全体を3等分されて保管と搬入がされ、現在は高さ4.040mのコンクリートの土台に据えられている（註３）。塔内の機械室のハンドルや窓枠などはそのまま残されており、取水塔の築造当初の姿をよく留めている。平成の改修と呼ばれる狭山池のダム化に伴い撤去され、狭山池博物館に平成10年（1998）移築された（註４）。狭山池のサイトミュージアムとして建てられた狭山池博物館内に、展示物の一つとして設置されている。


	文化財的価値
	狭山池は大阪南部、大阪狭山市の中央部に位置し、約1400年前の飛鳥時代に築造された現存する日本最古のかんがい用ため池である。南河内の平野を潤すことを目的に、丘陵間の谷部分を堰き止めて堤（北堤）を築造し、ため池を造った。狭山池は飛鳥時代から現在に至るまで、幾度もの改修を経て、ため池としての役割を果たしてきた。本取水塔は、大正15年（1926）から昭和6年（1931）にかけての全面的な改修により、北堤中樋の取水口に建設されたものである。当時の最新の技術を使用して、木製の四段樋を撤去しコンクリート造の取水塔形式とした。
当時の設計資料は『狭山池改修誌』（註５）として残っている。当初の全長は、避雷針を除き17.040ｍとされる（註６）。取水施設の構造としては、塔の水面下には、660㎜のスルースバルブが６箇所、螺旋状に取り付けられ、機械式のハンドルを手で操作し、水位に応じて上から順に下のバルブを開き、池の水を下流に放流できる構造となっている（註７）。木製の尺八樋と比べ、開閉が容易になり、腐ったり壊れたりすることもなくなり、土地の人々はこの取水塔を「タワー」と呼んで親しんだという（註８）。 
鉄筋コンクリートの取水塔（註９）としては、全国的にみても初期の事例となり、近代の建造物や技術を知ることができる。また近代の狭山池の風景のシンボルとしても、人々に親しまれており、保存が図られたものである。
以上より、狭山池という歴史的なため池の変遷を知る上でも重要な役割を持ち、また地域のシンボルとしても愛着が持たれ、そして当時の最新の土木技術で整備された本取水塔は歴史的価値を有し、大阪府の府登録文化財としてふさわしい。

	その他参考となる事項
	[註釈]
（註１）尺八樋といい、底樋に斜樋（建樋）が取り付けられ、斜樋にいくつかの取水口がある樋で、大きなため池に用いられる。狭山池に存在したのは「中樋」「西樋」の二つであった。
（註２）西樋はハンドル式とされたが、副池への送水のみにとどめ、中樋配水のすべては取水塔から行われた。
（註３）1994年に取水塔をワイヤーソウで3つ（塔上部から5.230㎜、7.480㎜の位置）に切断して取り上げ、池中に仮置きし、その後博物館に搬入、博物館内で接合された。
（註４）狭山池博物館の開館は平成13年であるが、開館前に運び込まれ移築された。
（註５）大阪府1931『狭山池改修誌』
（註６）現在の展示高さは、当初に合わせて設計したとされている。
（註７）狭山池調査事務所1994『ふるさとの光景　狭山池写真集』
また移築に伴い、スルースバルブは3つほど残っている。
（註８）前掲大阪府編
（註９）登録文化財に登録されている取水塔は、旧西岡水源池取水塔（明治42年・煉瓦及び木造）、青下第１ダム取水塔（昭和８年・鉄筋コンクリート造）、下関市水道局内日第一貯水池取水塔（明治39年・煉瓦造）、下関市水道局内日第二貯水池取水塔（昭和４年・鉄筋コンクリート造）がある。土木学会選奨土木遺産にリスト化されている塔では、駒沢給水所（取水塔）（大正13年・鉄筋コンクリート）、柴島浄水場1・2号取水塔（大正3年・煉瓦石造）、柴島浄水場3号取水塔（昭和5年・煉瓦造)等がある。

【参考文献】
大阪府1931『狭山池改修誌』
大阪府立狭山池博物館2010『大阪府立狭山池博物館　常設展示案内』大阪府立狭山池博物館　図録1
狭山池調査事務所1994『ふるさとの光景　狭山池写真集』
大阪府立狭山池博物館HP
https://www.sayamaikehaku.osakasayama.osaka.jp/（アクセス日2024.10.23）
公益財団法人　土木学会関西支部HP
https://heritage.jsce-kansai.net/heritage/detail.html?id=508（アクセス日2024.10.23）






































（添付資料）図面・写真その他関連資料
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	現況写真
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	スルースバルブ
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	窓枠
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	中樋取水口発掘時の写真
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	図面
大阪府編『狭山池改修誌, 大阪府, 1931.12
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	取水塔移築の記録写真
（狭山池調査事務所『狭山池埋蔵文化財報告書』狭山池調査事務所　1998.3.31 p.632 掲載）





＜大阪府登録文化財　有形文化財（考古資料）＞
	（ふりがな）

文化財の名称

	さやまいけきたつつみていたい

	
	狭山池北堤堤体

	員数
	１基

	時代
	飛鳥時代～昭和時代　

	所在の場所
	大阪狭山市池尻中二丁目（大阪府立狭山池博物館）

	所有者（保持者・保持団体）の氏名又は名称
	大阪府

	所有者の住所
	大阪市中央区大手前二丁目

	概要
	本資料は、飛鳥時代に築造された日本最古のため池である狭山池の北堤の一部を移築保存したものである。堤体は高さ15.4ｍ、底幅62ｍあり、飛鳥時代から昭和時代にいたるまでの改修の履歴が断面で確認されている。平成の改修（昭和63年～平成14年（1988～2002））の際に狭山池北堤の中樋付近を南北に横断して切り出し、狭山池のサイトミュージアムである狭山池博物館に移築された。堤体は101個のブロックに分割して切り出され保存処理を施したのち、再度積み上げられている。現在は、免震構造を備えた展示架台にアンカーボルトで固定されている。展示架台を挟んでブロックの反対側には接着剤で表面をはぎ取った土層断面をはりつけて展示している。

	文化財的価値
	狭山池は大阪南部、大阪狭山市の中央部に位置し、約1400年前の飛鳥時代に築造された現存する日本最古のかんがい用ため池である。南河内の平野を潤すことを目的に、丘陵間の谷部分を堤（北堤）により堰き止めて、ため池を築造した。
狭山池にかかわる記録は、『古事記』が初見で、その後、奈良時代の行基 (ぎょうき)、鎌倉時代の重源 (ちょうげん)、江戸時代の片桐 (かたぎり)且元 (かつもと)など、歴史に残る著名な人物により改修が繰り返されたことが文献資料に記録されている。近代以降もかんがい用水として池の利用は続き、大正15年（1926）から昭和6年（1931）にかけて、近代的な取配水施設を整備する改修（大正・昭和の改修）が行われた。昭和57年（1982）の記録的豪雨により周辺地域が甚大な被害を被ったことが契機となり、狭山池の治水機能を強化するためのダム化改修工事（平成の改修）が昭和63年から平成14年（1988～2002）実施され、現在の姿となった。この改修時に大規模な発掘調査が実施され、北堤の全容が明らかにされている。狭山池本体は、わが国古代以来の土木技術を理解する上で重要であり、現在も利用が継続している貴重なため池の事例として、平成27年（2015）３月10日に国の史跡に指定された。また発掘調査で出土した狭山池出土木樋・重源狭山池改修碑は平成26年（2014）８月21日に国の重要文化財に指定された。 (（註1）)
本資料は、平成の改修時の大規模な発掘調査により、その全容が明らかになった北堤の横断面を一定の厚さで切り出して、博物館内に移築保存したものである。
狭山池は北へ流れる西除川の谷筋の下流側を堰き止めたため池として築造されたため、北堤の歴史は狭山池の歴史そのものと言える。北堤は、築造から現在まで、ほぼ同じ位置に存在し続け、そこで繰り返し行われてきた堤防改修の様子が克明に記録され、その断面からは狭山池の歴史を読み取ることができる。
北堤の断面の観察結果から、飛鳥時代の最初の築堤、上述した文献記録と対応する改修を含め主要な12度の改修の痕跡を見ることができる。
飛鳥時代の築堤は、敷 (しき)葉 (は)工 (こう)法 (ほう（註2）)と土塊積みによる築堤工法であったことがわかり、続く奈良時代の天平年間及び天平宝字6年（762）の改修においても同様な敷葉工法が確認できる。これらの観察から古代の築堤方法が解明された。さらに天平年間には地震による地滑り、江戸時代の慶長元年（1596）の大地震の痕跡として地滑りや噴砂などが確認されており、堤防が受けた災害の痕跡やそれを受けての改修の歴史もみることができる。このように、本資料は各時代の改修履歴が追えるだけでなく、時代ごとの堤防の規模や築堤技術の具体的復元が可能となるものであり、古代から現代までの土木技術の変遷を知る上での貴重な資料といえる。
なお、この北堤の一部は、幅３ｍ×高さ1.5ｍ×厚さ0.5ｍの大きさでブロック状に切り分け、ポリエチレングリコールによる保存処理を施し、強化したうえで移築した。これらは、狭山池のサイトミュージアムとして平成13年（2001）に開館した大阪府立狭山池博物館内に展示・保管されている。堤体断面の剥ぎ取りとともに、堤体の一部そのものを展示する事例は国際的にみても唯一の事例であり、そのユニークさは類を見ないものであり、保存のために用いられた工法や展示方法は (（註3）)、本資料の価値を補足するものといえる。
以上より、狭山池という歴史的なため池の変遷を知る上でも重要な役割を持ち、地域の歴史の象徴であるとともに、古代から現代までの土木技術の歴史を知るうえで、本資料の歴史的価値は高い。さらに既に史跡と指定されている狭山池本体や重要文化財の狭山池出土木樋・重源狭山池改修碑と一体的なものして価値を有しており、府登録文化財にふさわしい。

	その他参考となる事項
	（註１）この他に狭山池石樋蓋が大阪府指定文化財、狭山池中樋放水部の石棺群が大阪狭山市指定文化財となっている。
（註２）敷葉工法とは、土層中に粗朶 (そだ)（植物の枝葉の束）を敷設し、盛土の滑りと崩れを防ぎ、盛り土の安定をはかるための古代の技術である。狭山池以外にも、国内では八尾市の亀井遺跡や大宰府の水城などで見つかっている。韓国の碧骨池や中国の安豊塘などでも同様の築堤技術がみられることから、大陸から伝来した技術であるといわれる（工楽善通1995）。
（註3）採取・移動、展示方法、耐久性、遺物の保存性等の観点からブロック切り取りの方法が選択された。切り取り工に先立ち断面の剥ぎ取りも実施され、両面併せた展示は非常に臨場感のあるものとなっている。

大阪狭山市教育委員会2018『史跡狭山池保存活用計画書』
大阪府1931『狭山池改修誌』
大阪府・大阪府富田林土木事務所2004『狭山池ダム事業誌』
大阪府立狭山池博物館2010『大阪府立狭山池博物館　常設展示案内』大阪府立狭山池博物館　図録1
狭山池調査事務所1994『ふるさとの光景　狭山池写真集』
狭山池調査事務所1996『狭山池　史料編』
狭山池調査事務所1998『狭山池　埋蔵文化財編』
狭山池調査事務所1999『狭山池　論考編』
狭山池土地改良区2001『狭山池土地改良区五十年のあゆみ』
工楽善通1995「古代築堤における「敷葉工法」：日本古代の一土木技術に関しての予察」『文化財論叢II　奈良国立文化財研究所創立40周年記念論文集』





（添付資料）図面・写真その他関連資料（地図・調査図面要）

	[image: \\LS720D06C\share\001　データベース（館蔵資料・各記録写真・ロゴ等）\##狭山池博物館デジタルデータ\展示室\252.jpg][image: ]
	写真１　大阪府立狭山池博物館展示中の狭山池北堤（左：ブロック切り取り保存側、右：剥ぎ取り側）
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	写真２　調査中の北堤全景（切り出し箇所付近）
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	写真３　展示架台と堤体（狭山池博物館展示室１階）
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	写真４　敷葉（切り取り）
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	図１　狭山池全体図
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	図２　狭山池堤体断面図（ブロック切り取り保存側）
1.昭和完成
2.昭和初期完成
3.明治時代の工事
4.近世後期～末期の工事
5.近世後期～末期の工事
6.寛保の改修
7.江戸初期の改修
8.永禄の改修
9.建仁2年（1202）の改修
10.天平宝字6年（762）の改修
11.天平3年（731）の改修
12.616年ごろ、最初の築堤







＜大阪府登録文化財　有形文化財（考古資料）＞
	（ふりがな）

文化財の名称

	さやまいけもくせいわくこう

	
	狭山池木製枠工

	員数
	１基

	時代
	江戸時代

	所在の場所
	大阪狭山市池尻中二丁目（大阪府立狭山池博物館）

	所有者（保持者・保持団体）の氏名又は名称
	大阪府・大阪狭山市

	所有者の住所
	大阪市中央区大手前二丁目・大阪狭山市狭山一丁目２３８４－１

	概要
	本資料は、飛鳥時代に築造された日本最古のため池である狭山池の堤内側の裾部分に設置された地すべりを防ぐための構造物で、江戸時代の土木技術を現在に伝えるものである。江戸初期の改修の際に設置されたものと考えられ、狭山池北堤の内側裾に沿って丸太杭を挿入し、横木でつないで枠組みを作ることで堤が崩れないようにしている。平成の改修（昭和63年～平成14年（1989～2002））の際に検出され、全長28.6ｍのうち２区画分、幅8.3ｍ、奥行き2.5ｍ、高さ2.5ｍについて木材と土を一体的に取り上げ、狭山池のサイトミュージアムである狭山池博物館に移築保存されている。


	文化財的価値
	狭山池は大阪南部、大阪狭山市の中央部に位置し、約1400年前の飛鳥時代に築造された現存する日本最古のかんがい用ため池である。南河内の平野を潤すことを目的に、丘陵間の谷部分を堤（北堤）により堰き止めて、ため池を築造した。
狭山池にかかわる記録は、『古事記』が初見で、その後、奈良時代の行基 (ぎょうき)、鎌倉時代の重源 (ちょうげん)、江戸時代の片桐 (かたぎり)且元 (かつもと)など、歴史に残る著名な人物により改修が繰り返されたことが文献資料に記録されている。近代以降もかんがい用水として池の利用は続き、大正15年（1926）から昭和6年（1931）にかけて、近代的な取配水施設を整備する改修（大正・昭和の改修）が行われた。昭和57年（1982）の記録的豪雨により周辺地域が甚大な被害を被ったことが契機となり、狭山池の治水機能を強化するためのダム化改修工事（平成の改修）が昭和63年から平成14年（1988～2002）実施され、現在の姿となった。この改修時に大規模な発掘調査が実施され、北堤の全容が明らかにされている。狭山池本体は、わが国古代以来の土木技術を理解する上で重要であり、現在も利用が継続している貴重なため池の事例として、平成27年（2015）３月10日に国の史跡に指定された。また発掘調査で出土した狭山池出土木樋・重源狭山池改修碑は平成26年（2014）８月21日に国の重要文化財に指定された。 (（註1）)
狭山池木製枠工は、北堤の内側、中樋西側の裾部分に全長28.6ｍの区間にわたって築かれた、堤が地すべりによってくずれるのを防ぐ構造物である。北堤の一部として平成5年度の調査時に見つかった。長さ３ｍから5.3ｍの丸太材を２列に土に挿入し、前後左右を横木で連結させて枠状のものを作り、中に土を充填し、前方の丸太の間の土の表面に洗堀対策として水平方向に竹を敷き並べ、最後に縦に杭を打ち込んでつくられている構造となる。丸太は10組20本検出されているが、いずれも松材の丸太で樹皮はついていない。前方の丸太は鉛直方向から40度、後方の丸太は45度の傾斜で立てられ、前方の丸太と後方の丸太は上下２本の角貫材を水平に渡して連結されている。この角材は、上は断面が長方形、下は正方形をしている。枠組構築以前の盛土を掘りこんで丸太を入れ、その上に砂質土が盛られていることから、枠組の完成後に土が盛られたものと考えられる。この盛土層の上面はほぼ水平に仕上げられ、大きな礫が並べられている。
木製枠工は、現在保存されている中樋の西側以外に、西樋の両翼で同様のものが見つかっている。水が樋へ流れ込み、堤体への負担がかかりやすい箇所で、堤の構造を保護するために施工されたと考えられる。このように狭山池木製枠工は、堤の強度を高める近世土木技術の知恵と工夫を物語る貴重な資料であるといえる。
なお、見つかった木製枠工全長28.6ｍのうち２区画分、幅8.3ｍ、奥行き2.5ｍ、高さ2.5ｍについてはウレタン樹脂で梱包し、木材と土を一体として取り上げ、その後ポリエチレングリコ―ル水溶液をシャワー方式により散布して強化をはかる保存処理を施した。現在、狭山池のサイトミュージアムとして平成13年（2001）に開館した大阪府立狭山池博物館内に移築展示・保管され、今でもなお木製枠工の工法を詳細に観察することができる。
以上のことより、狭山池という歴史的なため池の変遷を知る上でも重要な役割を持ち、地域の歴史の象徴であり、また土木技術の歴史を知るうえで、狭山池木製枠工の歴史的価値は高く、さらに既に史跡と指定されている狭山池本体や重要文化財の狭山池出土木樋・重源狭山池改修碑と一体的なものとして価値を有しており、府登録文化財にふさわしい。



	その他参考となる事項
	（註１）この他に狭山池石樋蓋が大阪府指定文化財、狭山池中樋放水部の石棺群が大阪狭山市指定文化財となっている。

【参考文献】
大阪狭山市教育委員会2018『史跡狭山池保存活用計画書』
大阪府1931『狭山池改修誌』
大阪府・大阪府富田林土木事務所2004『狭山池ダム事業誌』
大阪府立狭山池博物館2010『大阪府立狭山池博物館　常設展示案内』大阪府立狭山池博物館　図録1
狭山池調査事務所1994『ふるさとの光景　狭山池写真集』
狭山池調査事務所1996『狭山池　史料編』
狭山池調査事務所1998『狭山池　埋蔵文化財編』
狭山池調査事務所1999『狭山池　論考編』
狭山池土地改良区2001『狭山池土地改良区五十年のあゆみ』





（添付資料）図面・写真その他関連資料（地図、調査図面要）
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	写真１　
木製枠工の展示全景
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	写真2　
木製枠工の断面
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	写真3　
木製枠工の裏側
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	写真4　
木製枠工の検出時の様子
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	図1　狭山池全体図
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	図2　木製枠工平面
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	図3　
木製枠工実測断面図



＜大阪府登録文化財　有形文化財（歴史資料）＞
	（ふりがな）
文化財の名称
	にほんばんこくはくらんかいかんけいしりょう

	
	日本万国博覧会関係資料


	員数
	12,079件（45,998点）

	時代
	1965（昭和40）年頃から1975（昭和50）年頃まで

	所在の場所
	吹田市千里万博公園1番1号　（大阪府府民文化部日本万国博覧会記念公園事務所）

	所有者（保持者・保持
団体）の氏名又は名称
	大阪府

	所有者の住所
	大阪市中央区大手前2丁目

	概要
	1970（昭和45）年３月15日から9月13日までの183日間にわたって吹田市千里丘陵で開催された日本万国博覧会（以下、70年万博）に関係する資料群。
70年万博の会場運営主体である日本万国博覧会協会が発足し万博誘致が本格的に開始された1965年頃から、同協会が1971年に解散しその後設立された日本万国博覧会記念協会により万博跡地整備等が進められる1975年頃までの間の、両協会によって作成、収集、または両協会へ提出された資料で、誘致、開催準備、BIE（博覧会国際事務局）との調整、各種会議録、国内外の出展調整、全体計画、パビリオン等会場設計、建設、式典、催事、運営、そして70年万博に関わる新聞切抜や掲載図書、会期後の解体、撤去、整理、公園整備などに関するもので構成される。


	文化財的価値
	70年万博は、アジア（非欧米国）で開催された初めての国際博覧会条約に基づく万国博覧会で、参加国数は77か国4国際機関6州3市1政庁、入場者数6421万8770人にのぼる、当時史上最大規模の万国博覧会であった。「人類の進歩と調和」をテーマとし、多くの建築家・芸術家･研究者そして企業等が、会場・パビリオンの建設や、映像・音響などを駆使したイベントおよび展示物の制作などに携わり、最先端の学術・技術・芸術が披露された。また会場周辺部では、開催に向けて道路や鉄道・地下鉄の建設といった大規模な開発や整備がなされ、大阪の都市形成においても大きな影響があった。70年万博は、大阪府ひいては高度経済成長を成し遂げた日本国における、時代を画する大事業として位置付けられるとともに、今なお多くの人々に世代共通の経験・記憶として大きく存在し続ける歴史的出来事といえる。
本資料群は、この大事業の運営主体である日本万国博覧会協会が保管してきた資料がその大半を占め、会期後の事業整理に関わる資料の中に、同協会解散後に設立された日本万国博覧会記念協会による公園整備に関する資料等が若干含まれている。これらの資料が事業後に破棄されず保管されてきたのは、初代事務総長の新井真一の存在（新井真一「告知版」『EXPO'70 ひろば』N0,1、財団法人日本万国博覧会協会）が大きかったとされ、『日本万国博覧会公式記録』や『日本万国博覧会公式記録資料集』に納められていない資料も数多く現存する。意思決定過程や実施過程、運営と実態、政治そして外交など、多様な内容を含んでおり、70年万博について、誘致段階から会期終了・整理までの詳細を知ることができる一括資料群である。
近年、70年万博それ自体のみならず、万博を糸口に世界を捉える学際的な研究も進展している。本資料群は、70年万博に関する全貌を知りうる資料であり、加えて、当時の社会･建築・美術・都市・法制そして地域など多分野の歴史研究において価値を有する資料と言え、府登録文化財にふさわしい。


	その他参考となる事項
	・本資料群は、関連資料ごとに簿冊や挟み込みファイル等にて纏められ、『日本万国博覧会公式記録』に基づいて分類され、資料番号が付与されるとともに、バーコードによる管理がなされ、万博記念ビル内の資料室にて適切に保管されている。
・本資料群は、日本万国博覧会協会から受け継いだ日本万国博覧会記念協会が2003年に解散し、改組された独立行政法人日本万国博覧会記念機構も2014年に解散したことで、大阪府に移管された。

・参考文献
日本万国博覧会記念協会『日本万国博覧会公式記録資料集』、1971年
日本万国博覧会記念協会『日本万国博覧会公式記録』、1972年
平野暁臣編著『大阪万博　20世紀が夢見た21世紀』小学館、2014年
佐野真由子編『万国博覧会と人間の歴史』思文閣出版、2015年
佐野真由子編『万博学―万国博覧会という、世界を把握する方法』思文閣出版、2020年



































（添付資料）図面・写真その他関連資料
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新井真一「告知板」（『EXPO'70ひろば』NO,1）
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（↑部分拡大）

	[image: ]
	
「万国博テーマの塔建築のうち太陽の塔新築工事」図面（立面図）
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「万国博テーマ展示施設工事」図面
（太陽の塔内動物図面）
（上）意匠図
（下）内部機構図
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